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学校到達目標～日本一幸せな学校～ 

 

さつき  

教 頭   草野 謙太郎 

 

青葉若葉の光る、風薫る5月。早いもので新学期がはじまり一ケ月がたちました。いまだ新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大に留意しながらの教育活動ではありますが、生徒たちの授業にまじめに

取り組む姿、部活動に励む姿から前向きな気持ちを感じます。 

さて、5 月の異名は「皐月」。語源をたどると、『「早苗」を植える月』という説があります。田の

早苗は根付き成長し、実を結ぶ時がきます。その様子が、生徒の姿と重なりました。新学期がはじま

り、約１か月。それぞれの学年・学級・部活動という集団の中で、生徒一人ひとりが、しっかりと自

分を根付かせ、将来、自分らしく生きていく土台をつくってほしいと願っています。 

また、先日、１年生の校外学習に同行しました。中学校に入って初めての行事であり、出発前から

生徒たちの高揚した気持ちが伝わってきました。活動の様子を見ていると、協力しながら、楽しそう

に過ごしていて、良い雰囲気の中で１日が過ぎていきました。この経験を普段の学校生活にも活かし

てくれることと思います。 

最後になりましたが、保護者の皆様には、この間、PTA活動や第1学年の家庭訪問では、お世話

になりありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。 

 

 

１ 第１学年校外学習（京都府立るり渓少年自然の家） 

 

５月６日（金）晴天のもと実施しました。クイズラリーやクラスレクレーションを通して、仲間 

との協力することの大切さを学び、親交を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 大住中学校学校だより５月号 

学び舎 
ま な         や 



２ 綴喜地方中学校春季大会結果 

  ４月１６日（土）・１７日（日）に実施されました。どの部活動もがんばりました。 

 なお、大会結果の詳細は、本校HPに掲載しています。 

 

 【団体の部】３位以上掲載 

 ○野球部 優勝 ○サッカー部 優勝 ○ソフトテニス部男子 優勝 

 ○ソフトテニス部女子 準優勝 ○バレーボール部男子 優勝 ○バレーボール部女子 準優勝 

 ○卓球部男子 優勝 ○卓球部女子 ３位 ○ハンドボール部男子 優勝  

○ハンドボール部女子 準優勝 

 

【個人の部】 

○ソフトテニス部男子 ３位 堀井・花井ペア ベスト８ 祝井・奈良ペア 

○ソフトテニス部女子 ３位 坂井・原 ペア ３位 前田・桒原ペア 

           ベスト８ 坂田・野々口ペア 

○卓球部男子     ２位 鈴木大惺 ３位 下大迫司冴 ３位 佐藤心路 

ベスト８ 岡本恵也  井上裕樹  岡崎裕暉  谷岡祐希 

 ○卓球部女子     優勝神澤くるみ  ベスト８佐々木紗優奈 

ベスト16 藤本のどか  石原朋香  江川聖華 

 

３ 夜間及び休日の電話対応について 

 京田辺市内のすべての小中学校では、夜間及び休日の電話対応が音声ガイダンスの対応と 

なっております。本校においても、平日の午後７時（水曜日は午後６時）から翌朝の午前８時ま 

での時間帯及び土曜・日曜・祝日等の休日は、お電話をいただいてもつながらない状況となりま 

す。保護者及び本校に関係するみなさまには、ご不便をおかけすることになりますが、ご協力よ

ろしくお願いいたします。 

 なお、夜間及び休日において生徒の生命や安全に関わるような事態が発生して、緊急に学校に 

連絡が必要になった場合は、京田辺市教育委員会教育総務室（0774-64-1391）までご連絡 

ください。 

 

４ ５月・６月行事予定 

 【５月】 

  １１日（水）～１３日（金）修学旅行（３年） １３日（金）校外学習（２年） 

  １５日（日）吹奏楽部スプリングコンサート １６日（月）～６/３（金）教育実習 

１９日（木）検尿２次  ２８日（土）綴喜夏季陸上大会 

 

 【６月】 

  ３日（金）生徒総会  ４日（土）土曜参観・薬物乱用防止教室 

  ６日（月）代休日   ２２日（水）・２３日（木）第１学期期末考査 

   

５ 教職員の休憩時間について 

   教職員の勤務時間は８時３０分～１７時です。労働基準法では休憩時間を勤務時間の途中に与 
えることになっています。学校という教育活動においては、教員が一斉に休憩時間を取得するこ 
とが非常に困難であることから、業務への配慮をしながら個別に休憩時間を定めています。 


